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In case of a fire it seems that Meisonetto type dwelling unit is dangerous at upstair because of its 

stair playing a part like chimmney. 

It is said that the condition of its opening of upstair has inflvence over the fire state of that 

dwelling unit. 

So we carried out two fire experiments‘ 

1st : The openings of the upstair were opend. 

2nd : The openings of the upstair were shut‘ 

We cornpured 1st experirnent with 2nd， and confirmed burning situations and Iife hazard. 

1 .はじめに

メゾネット型式住宅は，集合住宅における住戸

形式の一種で，上下の階を l戸の住宅で使用する

ものである。このため，火災の際に階段が煙突の

ような役割を果し住戸内における延焼拡大状況及

び人命危険は同一階にのみ居室がある住戸の火災

とは異なった様相を示すと考えられる。このよう

なことから，メゾネット型式住宅の火災性状を把

握するため実験を行ったので，その結果を報告す

る。

2 .実験自的

関口部の開問状況の相異によるメゾネット型式

住宅火災の延焼拡大状況及び人命危険の把握を目

的として実施した。

3.実験種別

実験は 2回行い 1回目は二階関口部を開放し

(以下「実験 1J という。)， 2回目は二階関口部

を閉鎖して(以下「実験2J という。).実施した。
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4.実験日時及び場所

昭和60年11月20日(村

実験 10時00分--10時15分

実験2 11時30分"-'12時10分

東京都世田谷区上用賀4丁目14番

取り壊し予定住宅

5.実験建物の概要

実験棟は，昭和33年完成の耐火造共同住宅(メ

ゾネット型式) 2階建 6住戸に区分されている。

(図 1，写真 1----2参照)

実験に使用した住戸は，床面積がし 2階とも

に18.4ぱで 1階は 6畳間と台所 2階は 6畳間

と3畳間がある。(図 2参照)

6 .実験条件

(1) 火災荷重

火災荷重は想定世帯構成(夫婦及び子供2人)

及び過去の実験を参考として，積載荷量を16.4

kg/ばとし，固定荷重が26.0kg/rn1であることか

ら42.4kg/ぱとなった。

(図 2，写真3""'-'6，表 l参照)
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図2 家具の配置状況及び関口条件
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写真2 実験棟(北側)

バ写真3 家具の配置 (1階6畳間)

写真5 家具の配置(2階6畳間東側)
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写真6 家具の配置 (2階 6畳間

(2) 開口条件

ア実験 1

1階は南側ガラス戸を関口幅の1/3(90 

cm)，、 6畳間入口のふすまを1/2(90cm)開放

し， 2階は南側ガラス戸を1/3(90cm) ，6畳

間λロのふすまを1/2(50cm)開放した。(図

2参照)

イ実験2

l階は南側ガラス戸を1/3(90cm)， 6畳間

入口のふすまを1/2(90cm)開放し 2階の開



表1 積載荷重(実験 1，実験2) 
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口部は全て閉鎖した。(図 2参照)

(3) 点火位置及び点火方法

重量(kg)

39.6 
14.0 

35，7 
7.5 

15.0 
4.0 

23.0 

6.5 
28.0 

4.4 

15.2 

31.3 

32‘O 

17.7 

273.9 

点火位置は，実験 1，実験2ともに l階6畳

間の押入の前とした。(図 2参照)

点火方法は，杉クリプ (1.5x 2 . 0 x 60cm)を

10本づっ 8段積みとし，この下に灯油500ccを

含浸させたウェスを置き，メチルアルコール500

ccをクリプに散布して点火した。

7.測定項目及び方法

測定項目は次のとおりとし，各測定点、の配置状

況を図 3から図6に示す。

(I) 室内温度

住戸内の延焼拡大状況を調べるため，図 4か

ら図7に示す位置に熱電対(CAO.8凹)を24箇所

設定した。

(2) 放射熱

火災による隣棟への影響を調べるため，実験

掠南側に 21回の放射計を設定した。
(3) 室内圧力

火災による室内圧力の変化を調べるため 1

階及び2階6畳間に銅パイプを貫通させ，圧力

変換器により測定したD

(4) ガス濃度

火災による室内の O2，CO， CO2ガスの発生状

況及び上階部分への拡散を調べるため 1階及

び2階の 6畳間に銅パイプを貫通させ，ガス濃
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度を測定した。

(5) 煙濃度

ア実験l

l 27.6 
14.0 

l 21‘5 

l 5.5 
47.0 

18.9 
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1 21. 7 
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住戸内への煙の拡散状況を調べるため 1

階階段入口 2階6畳間及び2階 3畳間に各

l点、合計3基の煙濃度計を設定した。

イ実験2

前アの煙濃度測定点に加え 1階6畳間に

1点，合計4基の煙濃度計を設定した。

(6) 目視

火炎の立上り，延焼拡大状況，開口部の状況

の変化を調べるため，実験棟の南側に 2名，北

側に l名の観測員を配置した。

(7) 映像

ビデオは，実験棟の南側及び北側に各l台，

計2台を設定し，写真撮影のためカメラを，ビ

デオと同位置及び東側に 1台，計3台設定した。

8.結

(1) 気象状況

EI3 
フR

気温………12"-'140C (10時から13時までの問)

湿度………55'"'"'58%(同 上)

風向風速…北及び北寄りの風 1.5----2.4m/s 

(同上)

(2) 実験l

ア 住戸内の延焼拡大状況(室内温度)

この実験では，クリプのみの燃焼が点火後
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図3 測定点配置状況(実験I 平面)
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図4 測定点配置状況(実験I 立体)
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図5 測定点配置状況(実験2 平面)
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2階6畳間の燃焼写真10フラッシュオーバ発生写真8
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温度測定結果(実験
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4分まで継続し，続いて押入れのふすま及び

ファンシーケースへと燃え移り火点室は 5

分にフラッシュオーバーが発生した。(写真

7， 8参照)

火点室の温度は 4分までlOOOC以下であっ

，たが，フラッシュオーバーの発生によってー

写真11 家具等の焼き状況は階6畳間)
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挙に9000Cに上昇し，以後，消火時の15分まで

80QOC前後の温度が継続された。(図7参照)

その後の拡大状況は，火煙のため屋外から

視認できなかったが，温度測定結果及び焼き

状況から判断すると，火点室の押入れから階

段へ燃え抜旬、階段を伝わって 2階へ延焼し

ていったものと推定されるo (写真9参照)

台所への延焼状況は，玄関扉及びガラス窓

を閉鎖していたため視認不能であったが，室

内温度は，火点室の温度と同じ傾向を示して

いる。(図 8参照)

台所は、可燃物が少量であったので，この

室内混度は火点室の火炎及び熱気による影響

写真12 収容物の焼き状況(2階3畳間)
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図10 温度測定結果(実験 1) '2階3畳間
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が大きいものと考えられる。

2階6畳間は，火点室がクリプのみの燃焼

時には20
0

C程度であったが，火点室内が延焼

し始めると，温度も徐々に上昇し， 11分には

表3 目視結果記録(実験 1) 

分秒 南 信iJ ~t @J 

0130 火が点然Eえ
E押な入がのら樹落下に吊するる。した衣績

1100 炎クのリ筒プのさみはが1
燃
m
焼かしらて1.5いmる。

。。浬が黒〈変色する。

2 

50 台出所し始窓ヵる・。ラスの際問から忽が噴

00 遷ふすしてまがい燃る涜。し， 火災は天井に

3 

40
1 ~関宝噴口百出1iに中世帯が発生する。泉

00ファンシーケースに着火する。

4120 窓カ'ラスが次々に破壊する。

30 火点ラ案内シl主全ホ段， 火ー百がにち包かまれ
フッューノ{-trl"l;tJ>p。

10 tフ~ラ高ッシュオ}パーが中発央生付近する。 玄関係の隙間から黒煙噴出する。
の さは 2陪の窓

5 

30 出2階すガる6ラス窓の儲問から黒煙噴

00炎の高さは 2階の屋限付近

6110 台所窓ガラスが駁壊する。

50 2陪3畳間に黒煙充満する a

7100 1 階の床復及びi/ti~ 般に審火す
官。

。。火点室内lま会面火災，寝は少な
t>。

8110 |吋ラ…に脚内

30 玄関慌の箆料に気泡がまじる b

001 2踏の窓から理由I出始る。
9 
10 玄関原の主主料が剥がれる。

10130 火全点面室吸内気
は全面火災.関口部が
ロになっている。

00 ま2階る。6畳間の南西角が燃焼し始

11120 階入段すかる。
ら火炎が2階6畳間に進

50 コンクリートの爆裂音が聞こえ
官。

001 2階1;火炎が見えなくなった。
12 

40 国2陪位上6畳っ間てのい床る。から再び炎が30

13120 2陪6畳間の炎i土変えた。

15100 消火
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室内下部の燃焼が視認された。(写真10参照)

しかし 2階6畳間の燃焼状況は火炎の発

生・消滅が断続的であり，火点室のようなし

裂な燃焼形態ではなかった。また，室内温度

も消火時の15分には8000Cまで上昇してはい

るものの，その上昇傾向は火点室に比べ緩や

かであった。(図 9参照)

11分経過時には，火点室の内壁モルタルが

爆裂した。

焼き状況は，畳の表面が焼損しているが，

机，たんす及び書籍等は表面が炭化している

のみで原形を留めていた。(写真11参照)

これは，酸素が供給される下部では可燃物

が燃焼し，煙の通過路となった中・上部では

酸素不足のためくん焼状態になったためと思

われる。

なお， 11分経過時には火点室の関口部が全

面的に吸気口となり 2階6畳間の関口部が

排気口となっていることが確認された。

2階 3畳間は，火点室のフラッシュオーバ

ー以降急速に濃煙が充満したため，室内の状

況を視認することは不可能であった。室内温

度は 3畳間入口のふすまとガラス窓を閉鎖し

ていたため，隣室 6畳間よりも更に緩やかな

上昇であり(図10参照)，焼き状況も畳，机，

書籍等の表面が炭化してはいるが原形を留め

ており，また天袋に収納した物品等はほとん

ど焼損していなかった。(写真12参照)

目視による延焼拡大状況を表3にしめす。

イ 室内庄力(差庄)

火点室内の圧力(天井下50cm)は，クリプ

から室内可燃物へ燃え移った 4分に0.4mm

Aq(O.4kg/ml)に上昇し，続いて発生したフラ

ッシュオーバ一時には0.5阻 Aqとなった。

火点室から火煙が屋外に大量噴出をし始め

た7分には，室内圧力はほぼ大気圧まで減少

し，火点室の開口部が全面吸気口となった11

分には負圧に転じた。

2階6畳間の圧力(天井下50cm)は，火点

室内へ延焼拡大した 4分から漸増し，フラッ

シュオーパーによって0.8皿 Aqに上昇し，以

後0.6四 Aq程度の圧力が実験終了時まで続

いた。(図11参照)

ウ煙濃度



濃度は急速に上昇し.Cs=4.6 (l/M) (Dニ50

cm) となり，続いてフラッシュオーバーによ

りCs=∞(D=0)となった。ただし，この

煙濃度は濃度計を取付けた天井付近の値であ

り，階段入口が煙で充満しているわけではな

l階階段入口は，点火直後から薄煙が通過

し始め，クリプのみの燃焼時の煙濃度は減光

係数で0.6(1/M) (見透し距離約 4m)であっ

た。(以下，煙濃度は減光係数である Cs値で

表わし，見透し距離をDとする。)

クリプの燃焼から室内へ延焼した 4分に，

15 

時間[分〕圧力測定結果(実験1)
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2階6畳間は 2分頃から薄煙が進入し始

め4分以後，濃煙の通過路となり，関口部の

全面にわたり煙が噴出した。

また， 11分以後，煙の噴出は関口部の上部

に限られ中性帯の発生が確認された。

2階3畳間は，階段側のふすま及びガラス

窓を閉鎖していたため，初期においてはほと

んど煙がなかったが 4分以後急上昇し 5

分30秒には Csニ∞となった。(図12参照)

ガス濃度

(ア) 火点室

火点室の酸素濃度は，クリプの燃焼に伴

って徐々に減少し，続いてクリプから室内

へ延焼した 4分に急速に減少し 0%となっ

た。

7分に火点室の関口部から大量に火煙が

噴出すると，火点室の関口部下方から空気

が供給されたため，酸素濃度は増加し始め

火点室の関口部が全面吸気口となった11分

経過時には約15%まで回復した。

二酸化炭素濃度と一酸化炭素濃度は，最

素濃度の変化と反比例的に変化し，最高濃
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図13 ガス濃度測定結果(実験
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オ

度はそれぞれ19%及び5.5%であった。(図

13参照)

付) 2階6畳間

2階6畳間の酸素濃度は，フラッシュオ

ーパーの発生によって21%から 3%にまで

減少した。その後 2階の埋流動が定常的

になったためか， 11分には14%まで再上昇

した。

同室の炭酸ガス濃度とー酸化炭素濃度も

火点室と同様に酸素濃度の変化と反比例的

であり，最高濃度はそれぞれ12%，及び5.2

%であった。(図14参照)

放射熱

火点室南側から 5m (高さ 2m)離れた位

置の放射熱(R1)は，フラッシュオーバ一時に

急激に上昇し約3.OOOkcal/m1
• hに達した。

この時点から，火点室の火炎が開口部より

噴出し始め，その噴出還が最大となった 7分

には5.000kcal/m2.hとなった。

火点室開口部からの火炎噴出が継続した10

分頃までは， 4，500----5.000kcal/m1.hの放射

熱であったが，火点室の可燃物が減少するに
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伴い急速に降下していった。

火点室南側から10m(高さ 2m)離れた位

置の放射熱(R2)も5mの位置の放射熱と同様

に，フラッシュオーバーから上昇し 7........8分

に最高受熱量であるl，500kcal/m2・hとなっ

た。(図15参照)

(3) 実験2 (2階ガラス戸を閉鎖)

ア 住戸内の延焼拡大状況(室内温度)

この実験では，点火直後から火点周辺の可

燃物へ燃えうつり 2分には火点室全体が火

炎に包まれた。(写真13参照)

室内温度も点火直後から急上昇し 2分には

9000Cに達した。(図16参照)

台所は点火直後から煙が充満し 1分30秒

に北側ガラス窓が破損したことによって室全

体に延焼拡大していった。

また，台所の室内温度も火点室とほぼ同じ

状況であった。(図17参照)

2階6畳間は，階段側のふすま及び南側ガ

ラス戸を閉鎖していたためか，火点室が全面

火炎に包まれでも室内温度は，1000C前後であ

り，また目視によっても 2階6畳間への延焼

は確認されていない。(図18参照)

この状態は20分まで継続し(写真14参照)，

同時刻に隣室3畳間のガラス窓を外部から破

壊したことによって 2階6畳間の室内温度は

上昇していったが，やはり屋外からは同室の

延焼を確認できなかった。

その後， 35分経過時に 2階6畳間の南側ガ

ラス戸を外部から破壊したため，同室にフラ

ッシュオーパーが発生し，全面火炎に包まれ

た。(写真15参照)

また， 38分経過時には 2階6畳間の内壁

写真13 火点室の燃焼拡大 (2分)

( 49 ) 

モルタルが爆裂した。

2階 3畳間は，隣室と同様に階段側のふす

ま及び牝側ガラス窓を閉鎖していたためか，

火点室が全面火炎に包まれた後も室内温度は

1000C前後であった。(図19参照)

前述のように， 20分経過時に 2階3畳間の

ガラス窓を破壊したことにより濃煙が噴出し

(写真16参照)，煙の排出が終った30分に同室

写真14 2階の状況 (20分)

写真16 2階3畳間の状況 (20分)
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内の燃焼が確認された。

この燃焼は部分的なものであったが， 35分

に隣室の 6畳間のガラスを破壊したことによ

り3畳間の室内全体に火炎が拡大していった。

(写真17参照)

目視による状況を表4に示す。

イ 室内圧力(差圧)

火点室の室内圧力(天井下50cm) は，点火

直後から上昇し，火点室が全面火炎に包まれ

た2分に0.6阻 Aqとなった。

その後，火災の推移に伴って徐々に減少し

ていったが， 20分に 2階3畳間のガラス窓を

磁壊したことにより火点室の燃焼が盛んとな

り，一時的に室内圧力は上昇した。

しかし 2階に通気口ができたため火点室

の関口部は全面吸気口となり，それに伴い室

内圧力は負圧に転じていった。

2階6畳間の室内圧力(天井下50cm) も2

分から急上昇し，約1.5凹 Aqとなった。

この室内圧力は火点室の室内圧力の約3倍

である。

その後，若干の増減をくり返しながら1.5凹

Aqの室内圧力を保っていたが，隣室 3畳間

のガラスが破壊されると，火点室の燃焼が盛

んとなったためか，室内圧力も約1.8阻 Aqに

上昇し 3畳間に通気口ができても降下しな

かった。

しかし， 35分に同室の南側のガラスを破壊

したことにより，室内圧力は一挙に大気圧ま

写真17 2階3畳間の燃焼

( 52 ) 

表4 目視結果記録(実験2) 

分秒 南 ffi!J 北 {]i!J 

10 頭火点lこZ着Zの火。ハンガーに吊るした衣

0120 火点室のふすまが燃協する。

30火点室のカーテンが燃え始めるs 台が所C貰の出ヵしー始ラスめ窓る。の開聞から黒煙

。。 火し点始室めのる関。口ffi¥からi震度が噴出 台所に尽震が充請する。

50火点室の窓ガラスヵ:殴境。

00火炎が室内全面に広がる。

2130 窓ガラスが次々と破線ずる。

50 噴Hl出Jガし始ラめス窓る。の際問かる思壇が

3100 火点室内全面火災.短は少なP，

。。 化アルなしミ枠。が溶解する， 一階l土変

41io 
費2階出土ガ並がラ増ス窓加のす隊る。問からの黒建

6100 彊
2階が出ガてラス〈窓る

a

の際問から若干自

7130 
増
2
加
j?.iガラ黒ス窓色の隙変間化かるらの僅が
し、にす。

9130 2、階官oからの震が黄色味告帯びて

00火点三[(立母盛期を過ぎる。

10l4o 
玄始関め艇るaの1:車聞から黒煙が噴出し

11150 様
2F
。
S室内は壌が充掬している模

13130 
2隠の窓ガラスはE草炭していな
~ '. 

20100 2 階~ガラスを!ã壊する。

21100 台所の燃焼が盛んとなる。

22150 玄関節の主主設に気泡が生じる。

23130 火点玄の内笠が者'if;裂する。 2階窓から白埋が噴出する。

24100 玄関原の塗装i.l;引11m主寸る。

28130 階段部分の燃焼が激し~'0 

29130 階段部分の燃焼がiAlし"0
20 

噴
2借出北信
1)窓から火炎がわずかに

31130 
出

21
階血
階階ガ段ラがス燃窓焼の隙中。

聞から黒浸噴

32150 2階窓ガラスに亀裂が入る。

3.1100 2陪北側窓から炎が激しく噴出。

001 2階ガラス戸を開放。 H
を詰増
3
畳す。
間の火炎が一時的に予告

" 
101 2陪から炎噴出。
35 
201 2 P皆フラッ bュオーパー。

30
1 

~階~の3 炎m。の高さは窓の上関より 2~占 3 畳間の天裂が然環n

22~
陪の
3
炎
mo
の商さは窓の上端より

301 2階内部にコン 7リ』トの懲裂。

。。階段が落下。

39 
30二階関口部1:中世帯ができた。

40 消火



煙が充満しているわけではない。

ガス濃度

火首、室

火点室は点火直後から室内に濃煙が充満

したため室内の酸素濃度も急激に減少し，

2分経過時には 0%となった。

3分になると，火炎が関口部から噴出し

始めたため関口部の下方から空気が流入し，

それに伴って酸素濃度も 4分には12'""13%

にまで回復した。

さらに，火点室の燃焼が進行し，その関

口部が全面的に吸気口になるにつれて，室

内の酸素濃度も漸増し 2階3畳間のガラ

ス破壊によって一時的に減少したものの再

び上昇し始め，消火時には19%にまで回復

2陪6畳間

(ア)

コ二

で降下していった。(図20参照)

煙濃度

この実験では，点火材であるクリプから火

点室内へ延焼した時間が短かかったため，

階の階段入口付近は l分に濃煙が進入してき

た。ただし，濃度計は天井付近に設定してい

たので，室内全体に壌が充満しているわけで

はない。

2階6畳間及び3畳間はともに，階段側入

口のふすまを閉鎖していたため 1分30秒ま

では煙が進入しなかったが 2分に火点室が

全面火炎に包まれるに伴って両室では Cs

値∞の煙濃度が計測された。(図21参照)

ここでも，この煙濃度は，煙濃度計を設定

していた天井付近の値であって，室内全体に

l 
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放射熱

火点室南側から 5m(高さ 2m)離れた位

置での放射熱(R1)は，点火直後から上昇し始

め，火点室関口部より火炎が噴出し始めた 3

分に約4.000kcal/m2・hに達したが，その後.

導線が焼きして測定不能となった。

火点室南側から10m(高さ 2m)離れた位

置の放射熱(R2)は，点火直後から漸増し，火

点室から火炎が噴出した 6分に約l，200kcal/

m2'hとなった。その後，火点室の可燃物の減

少により降下していったが， 35分に 2階南側

ガラスを屋外から破壊したため一挙に2，200

kcal/m2'hに上昇した。(図24参照)

9 .考 察

住戸内における延焼拡大について

2階南側ガラス戸を開放した実験では，階段

が煙突の役割を果たし，早期に上階へ延焼する

と予想されたが2階6畳間への延焼が視認され

たのは点火後11分であった。

2階6畳間の室内温度は 7分に3000Cに達

し，木材の出火危険温度である2600Cを越えてい

るが，同室は 5分のフラッシュオーパ}以後開

放射熱測定結果(実験

オ

(1) 

( 55 ) 

した。

二酸化炭素濃度及び一酸化炭素濃度は，そ

れぞれ17%及び2.2%であった。(図22参照)

(イ) 2階6畳間

2階6畳間は，階段側のふすま及び南側

ガラス戸を閉鎖していたためか，火点室が

全面火炎に包まれでも酸素濃度に急激な変

化はなかった。同室の煙濃度は 2分には∞

となっているが，酸素濃度は21%であった。

これは，煙濃度計が天井付近に設定してい

るのに対し，ガス採取口が天井高の半分(床

上1.15m)であり，測定位置の差による影響

である。

同室の酸素濃度は 7分に14%まで降下し

た。屋外からの目視では同時刻に r2階6

畳間の南側ガラス戸の隙聞から噴出する煙

の量が増加し，かつ，黒色に変った」とい

う記録があることから，室内になんらかの

変化があったと予想される。

同室の炭酸ガス濃度及び一酸化炭素濃度

は，火点室と同様に酸素濃度の変化と反比

例的であり，最高濃度は，それぞれ10%及

び2%であった。(図23参照)

図24



口部の全面から濃煙が噴出し，燃焼に必要な酸

素が供給されなかったために，同室への延焼が

遅れたものと思われる。なお，酸素濃度も 7分

から同室の燃焼が確認された11分まで，燃焼に

必要な濃度である15%以下であった。

同じ実験て¥ 2階3畳間は階段側のふすま及

び北側のガラス窓を閉鎖していたためか，室内

温度の上昇傾向は比較的緩慢であり，ふすまを

へだてた廊下側の温度がフラッシュオーバー以

後急速に上昇し，7000C近くに達したにもかかわ

らず，室内温度は300.C前後であった。また， 11

分に 2階3畳間の室内温度が急速に7000Cまで

上昇しているが，この時，隣室6畳間内の燃焼

が確認されていることから 3畳間入口のふす

まもこの時点で燃焼したと考えられる。

一方 2階を閉鎖した実験では火点室が全面

火炎に包まれでも 2階6畳間及び3畳間の室内

温度はlOO.C以下であった。

本実験では，実験の後半に 2階のガラスを破

壊したため上階へ延焼していったが，同一条件

で実験を継続していたならば，消火時の40分ま

で上階へは延焼しなかったものと思われる。な

お.2階廊下の温度もガラスの破壊時まで200.C

前後であり，木材の発火温度(400.C)に達してい

ない。

これらのことから 2階の関口部を閉鎖する

と顕著な延焼遅延効果があることが確認された。

(2) 2階における人命危険について

2階のガラス戸を開放した実験1では 2階

6畳間はフラッシュオーパーの発生までは，天

井伝いに煙が流動している程度であったが，フ

ラッシ三オーバー以後，黒煙が関口部の全面か

ら噴出し，室内は全空間が黒煙で充満した。そ

れに伴って室内の酸素濃度は急激に減少し，一

酸化炭素と二酸化炭素が増加した。

それらのことから 2階はフラッシュオーパ

ー以降，人命にとって非常に危険な状態になる

と予想される。

隣室の 3畳間は，階段側入口のふすまを閉め

ていたため 6畳間に比べ煙の進入が約17秒遅

れた。しかし，この室はガス濃度を測定してい

なかったため，どの程度室内に煙が充満してい

たかは判断できない。

2階のガラス戸を閉鎖した実験2では，火点

( 56 ) 

室は 2分に全面火炎に包まれた。同時刻に 2階

各室の煙濃度は∞となったが，これは濃度計を

設定した天井付近の濃度を示しているに過ぎず

室全体に煙が充満しているわけではない。

2階6畳間の酸素濃度は21%あり，少なくと

もガス濃度測定位置である室高の半分までは煙

層が降下していないと判断される。

2階に多量の煙が進入しなかった理由は 2

室ともガラス戸及び階段側のふすまを閉じてい

たことであるが，この閉鎖によって室内が高圧

となり，火点室からの壇及び熱気の流入を阻止

したものと考えられる。

一酸化炭素濃度が0.32%では直ちに頭痛，め

まい， 30分で死亡という症状が起こる。

これより薄い濃度を人の生存可能な限界とす

れば 2階6畳間は出火から約 7分間(火点室

が全面火炎に包まれた状態となってから約5分

間)救命可能であると考えられる。

2階ガラス戸を開放した場合，火点室が全面

火炎に包まれた状態の直後に0.32%以上になっ

ていることから，開口部を閉鎖すれば安全を確

保する面で大きな効果があるといえる。

(3) 火災による隣棟への影響について

2階ガラス戸を開放した実験では，火点室か

ら5m(高さ 2m)離れた位置での最大放射受

熱量は5.000kcal/m2・hである。昭和58年8月に

実施した片廊下型式耐火造火災実験では，同位

置における最大放射受熱量は約9.000kcal/m2 •

h，同年11月に実施した耐火造共同住宅火災実

験では約3.000kcal/m2・hであった。

3回の実験は火災荷重がほぼ同一であったが，

片廊下型式は開口面積が最も狭かったため，激

しいフラッシュオーバーが発生して 2階ベラン

ダの布団の燃焼があり受熱量が最高になったと

思われる。すなわち，放射受熱量はフラッシュ

オーノT一時の噴出火炎や火炎面積の規模によっ

て大きく影響をうけるといえる。

建物の外壁を構成する杉板に対し放射熱が照

射された場合の発火現象は図25のようになる。

これによれば， 4.000~9.000kcal/m2'h の放

射熱が約 7分間照射されれば杉板は無炎着火し，

約11分間照射されれば発炎する。

今回の実験では4.000kcal/mz・h以上の放射

熱は約4分間であったが，これは 2階部分の炎

J・



の噴出が無い場合であるので 2階から噴出炎

が出る状態では，実験 2の測定結果が10mの距

離で2200kca1/m2・hに上昇していることから 5

m 離れた木造建物への延焼の可能性も考えら

hる。

メゾネット型式住宅は，上下階の燃焼によっ

て多量の放射熱が発生し，隣棟への類焼危険が

大きいと思われたが，今回の実験では 2階が煙

の通過路となり延焼が遅れた。このため，上下

階が同時に火災最盛期に至らず放射受熱量は比

較的少なかった。
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図25.轄射による杉板表面の温度上昇

10.まとめ

( 1) 本実験の特徴

ア 2階のガラス戸を開放した実験では，フラ

ツシュオーバー以降階段が煙突の役割を果た

し，階段づたいに 2階に延焼していった。

イ 2階のガラス戸等を全て閉鎖した実験では，

火点室がフラッシュオ}パー以降火災最盛期

へ移行しでも， 2階各室の温度は1000C以下で

あり，顕著な延焼防止効果が認められた。

ウ 2階のガラス戸を閉鎖した実験2で，後半

2階6畳間のガラスを破壊したときョ室内に

火炎と可燃性ガスがありフラッシュオーパー

が発生した。

エ 2階のガラス戸を開放した実験 lで，開放

部のある室と無い室を比較すると後者は前者

よりも延焼及び煙の進入が遅れた。

オ 2階のガラス戸等を閉鎖した実験2で 2

階6畳間は点火から約7分間，少なくとも室

高の中央以下では酸素濃度が21%あった。

カ 2階のガラス戸等を閉鎖した実験2では，

2階の各室への煙及びガスの進入が遅れた。

(2) 消防対策上の提言

ア 実験1及び実験2の結果を比較すると 2

階開口部が全て閉鎖されている場合，酸素濃

度の低下及び一酸化炭素，二酸化炭素の濃度

の増加が緩慢であることから，検索時 2階

には生存者がいる可能性のあることに留意す

る。
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イ 火点接近及び屋内進入に際して，天井，壁

体のモルタルの爆裂または剥離落下に配意す

る。

ウ 室内に煙が充満しているときは，開口部を

開放するとフラッシュオーパーが発生する可

能性があるので，筒先を配備し慎重に開放す

る必要がある。

エ メゾネット型式のように，一住戸が 2階層

以上になる住戸では，上階への埋・ガス等の

拡散が速くなることから，人命安全上特にこ

方向避難の確保等上階の避難対策に努める必

要がある。

オ 火災時には，上階関口部，間仕切を閉鎖す

ることで，煙・ガスの流入防止及び延焼拡大

防止効果が認められることから，避難時及び

避難後の関口部の閉鎖について指導する必要

がある。

( 57 ) 




